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� 特集

地震津波防災訓練

古平町
全域対象

いつか必ず
やって

くる日のた
めに

※コロナ対策も徹底して開催します

事前の申し込みは
不要です

どなたでも
参加できます

訓練へは徒歩で
参加してください

津波が来るまで１８分
到着までに逃げ切れるか！？

令和２年

１０月３１日  土  午前１０時～

参加理由は人それぞれでいい 
①万一に備えて準備したい！
②避難経路を確認したい！
③子どもの学習のために！
④防災グッズが欲しい！
⑤カレーが食べたい！
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特集

～
訓
練
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）～

10
時
00
分

　

 

緊
急
地
震
速
報
で
震
度
５
強
の
地
震
発

生
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
分
間
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
の
場
で
机
の
下
に
隠
れ
る

な
ど
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練(

※)

を

し
ま
す
。

10
時
02
分

　

 

大
津
波
警
報
が
発
令
！
最
寄
り
の
避
難

場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
浜
町
方
面
の
方
　

　
　

ほ
ほ
え
み
く
ら
す
・
文
化
会
館

　
西
部
方
面
の
方
　

　
　

日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
し
お
か
ぜ

10
時
20
分

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
に
集
合
し
安
否

確
認
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
の
バ

ス
で
古
平
小
学
校
へ
移
動
し
ま
す
。

10
時
40
分

　

 

古
平
小
学
校
で
避
難
所
の
生
活
体
験
を

し
た
り
、
展
示
品
を
見
学
し
ま
す
。

11
時
20
分

　

 

専
門
家
が
防
災
に
役
立
つ
講
演
を
行
い

ま
す
。

12
時
00
分

　

 

炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

バ
ス
で
避
難
場
所
へ
帰
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
①

避
難
所
で
の
生
活
が
体
験
で
き
る

　

古
平
小
学
校
で
は
、
実
際
に
避
難
所

生
活
が
体
験
で
き
、
何
が
あ
る
と
便
利

な
の
か
を
実
感
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

メ
リ
ッ
ト
②

専
門
家
の
お
話
が
聴
け
る

　

訓
練
後
半
で
は
、
専
門
家
の
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
役
立
つ
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
③

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
食
べ
ら
れ
る

　

当
日
は
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま
す
。

訓
練
参
加
後
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
食

べ
ら
れ
ま
す
。

 

メ
リ
ッ
ト
④

便
利
な
防
災
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ

く
と
、
防
災
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

訓
練
へ
参
加
さ
れ
る
方
へ

● 

お
子
さ
ま
か
ら
お
年
配
の
方
ま
で
、
訓

練
へ
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
、
可
能
な
範
囲

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

訓
練
へ
の
参
加
連
絡
は
不
要
で
す
。

● 

災
害
時
に
は
、
車
移
動
は
危
険
な
た
め
、

必
ず
徒
歩
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

● 

訓
練
で
は
、
検
温
や
消
毒
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

● 

炊
き
出
し
や
防
災
グ
ッ
ズ
は
数
に
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

訓
練
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の
朝
９
時

に
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
28
）

シェイクアウト訓練って？
地震に対する防災訓練の１つで、地震が発
生する想定日時を事前に決めておき、参加
者が一斉に身を守るために姿勢を低くした
り、机の下で身を守ったりするものです。
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� 出来事

　

古
平
町
の
開
町
記
念
日
で
あ
る
９
月
４

日
、
町
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
と
功

績
者
を
表
彰
す
る
「
令
和
２
年
度
古
平
町

表
彰
式
」
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
開
町
１
０
０
年
目
の
昭
和
43

年
に
「
古
平
町
表
彰
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た

以
後
、
開
町
記
念
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

教
育
委
員
会
の
委
員
を
12
年
務
め
た
菊
地

修
二
さ
ん
、
社
会
福
祉
委
員
を
12
年
務
め

た
菊
地
と
み
子
さ
ん
、
農
業
委
員
を
12
年

務
め
た
久
米
田
彦
二
さ
ん
の
３
人
で
す
。

　

功
績
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
永

年
社
会
福
祉
関
係
の
職
に
従
事
し
、
安
心

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
た

斉
藤
真
紀
さ
ん
と
若
林
ひ
と
み
さ
ん
の
２

名
で
す
。

　

ま
た
、
町
に
20
万
円
以
上
の
寄
付
を
さ

れ
た
、
大
島
敏
子
さ
ん
、
中
村
信
和
さ
ん
、

株
式
会
社
宝
福
重
機
工
業
代
表
取
締
役
寶

福
勝
次
さ
ん
の
３
名
に
は
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度　

古
平
町
表
彰
式

古
平
町
功
労
者

菊
地
　
修
二

菊
地

　
と
み
子

久
米
田

　
彦
二

古
平
町
功
績
者

斉
藤

　
真
紀

若
林

　
ひ
と
み

上の段㊧から
寶福勝次さん、斉藤真紀さん、若林ひとみさん
下の段㊧から
久米田彦二さん、貞村英之町長、菊地修二さん、菊地とみ子さん

※記念撮影は出席者のみです。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
敬
老
会
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
敬
老
祝
金
と
記
念
品
は
例
年
通

り
対
象
の
方
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

今
年
対
象
の
方
は
、
数
え
年
77
才
以
上
の
方
７
３
７
名

で
米
寿
が
40
名
、
喜
寿
が
49
名
で
す
（
９
月
３
日
現
在
）。

敬
老
の
日
を
記
念
し
お
祝
い
の
品
を
配
付

感
謝
状
贈
呈
者

大
島
　
敏
子

中
村
　
信
和

株
式
会
社

　
宝
福
重
機
工
業

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
寶
福
　
勝
次

町内会 年齢 氏名 番付 氏名 年齢 町内会
浜三 101 山口　悦子 横綱 白岩　シナ 100 入船町
浜五 100 大和田ヱイ 張横 山貝　　保 99 本町
沖町 99 近江　愛子 大関 松尾はな子 98 港町
港町 98 阿部　　愛 張大 久保田れい子 98 本町
本町 98 修理シヅヱ 関脇 木村　トミ 98 旭町
港町 97 堀　　勝治 小結 横川　幸男 97 港町
本陣 97 伊東　ミヨ 前頭 今泉　富子 97 浜三
港町 97 本間　トワ 前頭二 松原　サツ 97 浜三
港町 96 石黑鬼佐子 前頭三 竹本美代子 96 入船町
本町 96 鳶根　　潔 前頭四 福井のふ子 96 銀座
御崎町 96 東納ミドリ 前頭五 村本政次郎 96 旭町
旭町 96 和泉　ひな 前頭六 本間シヅヱ 96 浜三
丸山町 95 竹谷　元明 前頭七 小倉　アイ 95 あけぼの
入船町 95 佐藤　テル 前頭八 竹浪　信夫 95 沢江町
浜三 95 髙野名正治 前頭九 岩崎　ハル 95 浜三
沢江町 94 横山　光子 前頭十 若松　いさ 94 浜三
浜三 94 坂田　靜子 前頭十一 三浦ハナ子 94 丸山町
浜三 94 三浦スミヱ 前頭十二 越中　庄司 94 浜三
沢江町 94 斉藤サツ子 前頭十三 石塚ミツヱ 94 港町
本町 94 笠井　トシ 前頭十四 太田　静江 94 旭町
浜三 93 原田　イク 前頭十五 本間トシヱ 93 入船町
港町 93 天野　トモ 前頭十六 安澤　靜子 93 新地町
栄町 93 土岐　チヨ 前頭十七 岩谷　トシ 93 新地町
浜五 93 中村　スワ 前頭十八 藤枝　イヨ 93 浜五
本町 93 竹谷　信一 前頭十九 吉田　スナ 93 沢江町

（注）年齢は満年齢� 令和２年９月３日現在

高　齢　者　番　付　表東 西
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お知らせ

高
医
師
退
職
へ

　

７
月
13
日
か
ら
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
診
療
を
行
っ
て
い
た
高　

大
哲
医
師
は
、

町
の
診
療
方
針
と
高
医
師
の
診
療
方
針
に

大
き
な
違
い
が
生
じ
、
９
月
１
日
付
で
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
は
以
前
の
体
制
に
戻
り
ま
す
が
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

秋
の
キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
、
ヒ
グ
マ
の
痕
跡
情
報
な

ど
が
多
々
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
畑
方

面
（
鴨
居
木
～
泥
の
木
地
区
）
に
設
置
し

て
い
る
箱
わ
な
近
く
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

に
は
、
夜
間
に
行
動
す
る
ヒ
グ
マ
の
姿
も

映
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
入
山
は
自
粛
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
箱
わ
な
設
置
場
所
付
近
は
立
入

禁
止
に
し
、
看
板
も
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

表
紙
の
写
真
は
浜
町
の
佐
々
木
俊
夫
さ

ん
の
お
宅
に
や
っ
て
き
た
２
羽
の
ア
ヒ
ル

で
す
。
ア
ヒ
ル
は
生
後
１
か
月
の
オ
ス
と

メ
ス
で
、
札
幌
の
業
者
に
注
文
し
て
か
ら

約
１
年
か
か
り
や
っ
と
届
い
た
そ
う
で
す
。

　

「
鳥
が
好
き
で
、鳩
や
ニ
ワ
ト
リ
は
飼
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
ア
ヒ
ル
は
初
め
て
で

１
度
飼
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と
話
す
佐
々

木
さ
ん
。
肌
触
り
は
ふ
わ
ふ
わ
で
、
声
も

と
っ
て
も
可
愛
く
、
通
り
か
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
「
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
く

る
そ
う
で
す
。

純米大吟醸酒『古平』
� いよいよ登場！！

夜間に撮影されたヒグマのようす

純米酒とは
　水、米、米麹から作ったお酒が純米酒で、これらに、醸造

アルコールを加えたものが、醸造酒といいます。純米酒は原

材料を発酵させることでアルコールを発生させています。

大吟醸酒とは
　精米歩合という言葉があり、これは精米の玄米に対する重

さの割合を指しており、数字が小さいほどより精米をされて

いることを表します。同じ量のお酒を造る場合、より多くの

酒造好適米を必要とします。この精米歩合が60％以下のもの

が吟醸酒、50％以下のものが大吟醸酒と呼ばれます。

　つまり『純米大吟醸酒古平』は、水と米と米麹から作られ

た精米歩合50％以下のお酒ということになります。

　２年前の開町150年を記念し始まった地酒づくり。今年は純

米吟醸酒から更に磨きをかけた純米大吟醸酒を作っています。

火入れを行わない『超新鮮しぼりたて純米大吟醸酒古平』は９

月21日に数量限定で発売されました。

　また、10月下旬には町内商店などで『純米大吟醸酒古平』の

発売を予定しています。
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� 情報

余
市
紅
志
高
等
学
校
説
明
会
を
開
催
！

　

古
平
町
文
化
会
館
で
余
市
紅
志
高
等
学

校
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
地
域
の
方
々
に
も
説
明

会
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
余
市
紅
志
高
等

学
校
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
や
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
は
中
学
校
を
通
じ
て
案
内
を

配
付
い
た
し
ま
す
。

○
学
校
説
明
会

　

『
総
合
学
科
で
学
ぶ
』

　

『
余
市
紅
志
高
校
の
学
校
生
活
』

○
日
時

　

10
月
17
日
（
土
）
13
時
半
～
14
時
半

○
場
所

　

古
平
町
文
化
会
館

○
申
し
込
み

　

 

10
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
名
前
、
参
加
人
数
、
代

表
者
の
連
絡
先
（
万
一
、
開
催
の
変
更

等
が
あ
っ
た
場
合
に
使
用
し
ま
す
）
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
紅
志
高
等
学
校　

教
頭　

山
本

　

☎
０
１
３
５-

23-

３
１
９
１

　

✉yoichikoshi-z1@hokkaido-c.ed.jp

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

10
月
21
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
で
す
。
参
加
さ

れ
る
方
は
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
町
役
場
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　

☎
０
１
３
５-

21-

２
１
１
１

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
貸

費
学
生
、
医
科
・
歯
科
幹
部
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の

採
用
年
齢
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
自
賠
責

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
30
年
の
事

故
発
生
件
数
は
約
43
万
件
、
死
傷
者
数
が

約
53
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ

り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ

て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

車
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
害
者
の
賠
償
責
任

を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害

者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度

の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済
金
の

支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

■
自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
■

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に

基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行

す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

◇
お
問
合
せ
先

　

 

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
札
幌
運
輸

支
局
輸
送
・
監
査
担
当

　

☎
０
１
１-

７
３
１-

７
１
６
７

野
生
の
キ
ノ
コ
を
食
べ
る
と
き
は
注
意
！

　

毎
年
、
野
生
の
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中

毒
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

道
内
で
も
６
月
か
ら
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食

中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

野
生
の
キ
ノ
コ
を
採
っ
て
き
て
食
べ
る

と
き
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
食
用
だ
と
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
は

「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
売
ら
な
い
」

「
人
に
あ
げ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
用
キ
ノ
コ
と
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て

生
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
理
す

る
前
に
は
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
縦
に
裂
け
る
キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ
る
」

「
地
味
な
キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど

の
迷
信
は
す
べ
て
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
自
分
で
食
用
だ
と
分
か
る
キ
ノ
コ
だ

け
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
具
合
が
悪
く
な
っ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

倶
知
安
保
健
所
食
品
保
健
係

　

☎
０
１
３
６-

23-

１
９
６
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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公
証
週
間
無
料
電
話
相
談
会

　

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
水
）
ま

で
の
公
証
週
間
期
間
中
、
日
本
公
証
人
連

合
会
本
部
で
、
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

公
証
人
が
皆
さ
ま
の
疑
問
や
質
問
等
に

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
遺
言
、

任
意
後
見
、
尊
厳
死
宣
言
、
家
庭
内
信
託
、

離
婚
、
そ
の
他
契
約
一
般
の
公
正
証
書
の

ご
相
談
、
会
社
定
款
の
認
証
等
の
ご
質
問

な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

１
電
話
公
証
相
談
の
期
間
と
受
付
時
間

○
期
間　

10
月
１
～
７
日
ま
で
の
７
日
間

○
時
間　

９
時
半
～
16
時
半

　
　
　
　

（
正
午
～
１
時
は
除
く
）

２
電
話
公
証
相
談
の
特
設
専
用
電
話
番
号

　

03-

３
５
０
２-

８
２
３
９
（
代
表
）

３
そ
の
他

　

小
樽
公
証
役
場
に
お
い
て
も
、
本
年
の

「
公
証
週
間
」
期
間
中
の
10
月
１
日(

木)

、

２
日(

金)

、
５
日(

月)

か
ら
７
日(

水)

ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
『
無

料
電
話
相
談
』
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
下

記
の
電
話
番
号
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
公
証
役
場　

公
証
人

　

☎
０
１
３
４-

22-

４
５
３
０

10
月
は『
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
』

　

「
不
正
軽
油
」
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や

重
油
な
ど
を
混
ぜ
た
「
混
和
軽
油
」
や
軽

油
以
外
の
石
油
製
品
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

「
製
造
軽
油
」
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料
用

と
し
て
販
売
又
は
使
用
し
ま
す
と
、
軽
油

引
取
税
の
脱
税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
不
正
軽
油
は
、
排
気

ガ
ス
中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
や
Ｎ
Ｏ
ｘ

（
窒
素
酸
化
物
）
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
自
然
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
防

止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽
油
を
「
作

ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」「
買
わ
な
い
」「
使

わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
不
正
軽
油
撲
滅

の
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

不
正
軽
油
１
１
０
番
（
通
話
料
無
料
）

　

☎
０
８
０
０-

８
０
０
２-
１
１
０

　

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課

　

☎
０
１
３
４-

23-

９
４
９
２

９
・
10
月
は
秋
サ
ケ
密
漁
防
止
月
間

　

北
海
道
も
９
月
に
入
り
、
秋
の
季
節
が

感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
本
道
の
沿
岸
域
に
は

多
く
の
秋
サ
ケ
が
来
遊
し
、
産
卵
の
た
め

に
河
川
に
遡
上
す
る
姿
が
季
節
の
風
物
詩

と
し
て
、
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
、
秋
サ
ケ
の
来
遊
と
と
も
に
、

秋
サ
ケ
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
河
口

付
近
等
の
海
面
や
内
水
面
で
の
密
漁
は
毎

年
後
を
絶
た
ず
、
取
締
機
関
に
よ
る
検
挙

者
も
多
数
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
で
は
９
月
１
日
～
10
月

31
日
ま
で
を
「
秋
サ
ケ
密
漁
防
止
月
間
」

と
定
め
、
密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
取
締
機
関
や
民

間
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
指
導
取
締
り
等
の
活
動
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
秋
サ
ケ
資
源
の
保
護
と

密
漁
の
撲
滅
に
向
け
た
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
密
漁
者
を
見

つ
け
た
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や

振
興
局
水
産
課
、
漁
協
な
ど
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
サ
ケ
の
引
っ
か
け
釣
り
の
情
報

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
っ
か

け
釣
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

　

サ
ケ
マ
ス
・
遊
漁
内
水
面
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
１
１-

２
０
４-

５
４
８
５

法
律
関
係
の
相
談
は
『
法
テ
ラ
ス
』
へ

　

『
法
テ
ラ
ス
』
は
、
国
が
設
立
し
た
法

人
で
、
法
律
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

■
相
談
例

・
隣
の
家
か
ら
騒
音
が
聞
こ
え
る

・
中
古
の
家
を
買
っ
た
ら
雨
漏
り
が
ひ
ど
い

・
死
亡
し
た
父
の
借
金
を
払
い
た
く
な
い

・
妻
と
別
居
中
だ
け
ど
子
ど
も
に
会
い
た
い

・ 

ス
マ
ホ
で
無
料
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た

の
に
20
万
円
の
請
求
が
き
た

・
会
社
が
給
料
を
払
っ
て
く
れ
な
い

・
隣
の
家
が
ゴ
ミ
屋
敷
だ

■
相
談
手
順

①
電
話
す
る

　

法
テ
ラ
ス
の
利
用
方
法
や
ト
ラ
ブ
ル
解

決
に
役
立
つ
情
報
を
丁
寧
に
ご
案
内
し
ま

す
。
お
問
合
せ
は
本
人
で
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

②
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
相
談
す
る

　

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
に
は
、
無
料

で
３
回
ま
で
相
談
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

③
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
依
頼
す
る

　

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
に
は
弁
護
士

費
用
や
司
法
書
士
費
用
な
ど
を
立
て
替
え

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

④
解
決
に
向
か
う

◇
お
問
合
せ
先

　

法
テ
ラ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４

　

☎
03-

６
７
４
５-

５
６
０
０

　

 

犯
罪
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
は

こ
ち
ら
へ

　

☎
０
５
７
０-

０
７
９
７
１
４

　

☎
03-

６
７
４
５-

５
６
０
１
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ごみを拾い集めるようす

講演を行う神守義務教育指導官

バスの前での記念撮影のようす

れい明の里町内会が墓地清掃活動を行いました。清
掃活動は、毎年お盆をすぎたこの時期に行われ、枯れ
た花や残されたペットボトルなど大量のごみが集まり
ます。
参加した町内会員25名は、コロナ対策のためマス
クをしながら約２時間手を止めることなく一生懸命ご
みを拾い、集まったごみは軽トラック４台分にもなり
ました。

８
21 約２時間一生懸命ごみ拾い

れい明の里町内会墓地清掃活動

古平町教育委員会が、北海道教育庁後志教育局の義
務教育指導監神守一志さんを招き『支援が必要な子を
含めた対応～崩れない温かい学校をつくる～』という
テーマで講演を行う教育研修会を古平町や積丹町の教
職員を対象に開催しました。
神守さんは支援が必要な子が学級にいても個別に対
応しすぎず「どの子も包み込む【全体の配慮】を大切
にしたい」と話します。また、イソップ童話『北風と
太陽』でいう太陽のように、生徒の心を変えるのは「力
ずくではなく温かい言葉をかけてあげること」と、好
意に満ちた言葉の大切さを訴え参加者は熱心に話を聴
いていました。

８
27 力ずくではなく温かい言葉で

令和２年度　古平町教育研修会

お笑いタレント西野亮廣さんが描いた絵本『えんと
つの町のプペル』の移動個展会場『プペルバス』が古
平町にやってきました。
プペルバスは、バスを改造して作られ、中にはプペ
ルの世界へいざなう音楽と光る42枚のきれいな絵な
どが飾られています。幼児センター駐車場に停まった
バスを見ると園児たちは、「すごーい！」「きれい！」「み
えた！」など大喜び。バスと一緒に記念撮影をしてい
ました。
幼児センターたいよう組の竹谷海斗くんは「いろん
な写真が見られて楽しかった」と話してくれました。

８
28 きれいなバスと42枚の絵

プペルバスが古平町にやってきた
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学
校
用
教
科
用
図
書
の

採
択
結
果
の
閲
覧
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
用
教
科
用
図

書
並
び
に
学
校
教
育
法
附
則
第
９
条
に
規
定
す
る
教

科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
、
北
海
道
第
４
地
区
教

科
書
採
択
教
育
委
員
会
協
議
会
（
小
樽
市
を
除
く
後

志
管
内
19
町
村
で
構
成
）
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
採
択
に
関
す
る
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
閲
覧
す
る
際
に
は
、
閲
覧
簿
に
閲
覧
日
、

氏
名
、
住
所
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
有

料
で
写
し
を
交
付
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
閲
覧
期
間
】

　
令
和
２
年
９
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

【
閲
覧
時
間
】

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　（
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

【
閲
覧
場
所
】

　
古
平
町
教
育
委
員
会
管
理
係

　（
古
平
町
文
化
会
館
内
）

【
閲
覧
資
料
】

　
①
協
議
会
委
員
一
覧

　
②
調
査
委
員
一
覧

　
③
調
査
研
究
報
告
書

　
④
採
択
理
由

　
⑤
採
択
結
果

　
⑥
議
事
録

10
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科  

　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

10
月
４
日
（
日
）

　
勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
22-

３
８
４
３)

10
月
11
日
（
日
）

　
小
嶋
内
科

 
(

☎
22-

２
２
４
５)

10
月
18
日
（
日
）

　
林
病
院

 
(

☎
23-

５
５
３
３)

10
月
25
日
（
日
）

　
田
中
内
科
医
院

 

（
☎
22-

６
１
２
５)

※ 

余
市
協
会
病
院(

23-

３
１
２
６)

に
は
、

常
時
日
直
に
医
師
が
お
り
急
患
に
限
り

診
療
い
た
し
ま
す
。

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間

　
18
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目

　
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　
整
形
外
科

２０２０年国勢調査に
回答しましょう
　国勢調査の調査書類は届きましたか？９月30日までに調査書

類が届いていない方は、役場までご連絡ください。国勢調査は、

統計法で定められた日本に住むすべての方が対象の大規模な統

計調査です。インターネット回答も郵送回答も10月７日までの

回答にご協力をお願いします。

回答に困った場合はこちら
　ナビダイアル　☎０５７０－０７－０１８２

　一 般 回 線　☎０３－６６３６－９６０６

◇お問合せ先　役場総務課情報防災係　☎０１３５－４２－２１８１（内線２６）
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� 情報

　夕暮れの時間帯は、事故が増加する傾向にあります。

　実は、夕暮れの時間帯は、目の細胞の働きによって誰しも見る能力が落ちてしまいます。

　目の細胞には、明るい場所で働き色を認識する錐体（すいたい）細胞と暗い場所で働きわずかな

光でも感知する桿体（かんたい）細胞の２つがあり、夕暮れには、どちらの細胞も働きが低下します。

　そのため、昼間の明るい時間帯と同じつもりで目の能力が落ちている事に気づかずに、薄暗い時

間に通行していると、車や人の発見が遅れてしまい、事故の危険性が高まってしまうのです。そ

こで、自分が「夕暮れどきは、目の能力が低下しているから、いつもより気をつけよう」「相手は、

自分を見つけていないかもしれないから、自分を守るためにもいつもより気をつけよう」と、注意

して安全確認する事が大事です。

事故防止のために　こんなことに気を付けよう！

運転手の方

　・早目のライト点灯

　・歩行者に十分注意

　・油断せず、速度を落として慎重に運転

歩行者の方

　・夜光反射材を身につける

　・無理な横断はしない

　・横断歩道を渡るようにする

　このような行動で、相手を見つけやすいよう、また、相手から見つけてもらいやすいよう、歩行

者も運転手も、相手の事を考えた思いやりのある行動で事故防止に努めましょう。

◇お問合せ先　余市警察署　☎０１３５－２２－０１１０

地球温暖化による北海道の気候変化
　二酸化炭素などの温室効果ガスの増加によって地球温暖化が進んでいます。地球温暖化に伴って北海

道の気候も変化しており、北海道の気温は100年あたりおよそ1.62℃の割合で上昇しています（図）。地

球温暖化がこのまま進むと、今世紀末

には北海道の気温はさらに上昇、1日の

降水量が100ミリ以上という大雨がほぼ

毎年のように発生することが予測されて

います（「北海道地方 地球温暖化予測情

報」）。熱中症による健康被害や大雨によ

る気象災害の増加、農業や観光業などに

影響が出る可能性もあります。温室効果

ガスの排出削減を進めるとともに、地球

温暖化に伴うリスクの増大に備える必要

があります。

　【北海道地方地球温暖化予測情報】

◇お問合せ先　札幌管区気象台　地球環境・海洋課　☎０１１－６１１－６１７４

北海道の年平均気温の変化（1898～2019年）。折線（黒）は各年の基
準値との差、直線（赤）は長期的な変化傾向を示しています。基準値は
1981～2010年の30年平均値です。北海道内で長期間にわたって気象
観測を続けている7地点（旭川、網走、札幌、帯広、根室、寿都、函館）
のデータを用いています。

～余市警察署だより～

夕暮れの事故に注意
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くらし／投稿

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

夏
休
み
焼
き
肉
等
で
賑
や
か
に
語
り
合
い
乍
ら
涼
を
楽
し
む�

小
山
内　
い
お
子

甲
子
園
交
流
試
合
あ
る
こ
と
に
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
と
笑
み
こ
ぼ
れ
出
る�

斎　
藤　
睦　
子

銘
木
の
け
や
き
の
お
箸
お
土
産
に
優
し
い
友
に
感
謝
し
て
を
り�

坂　
本　
信　
子

雨
上
が
り
え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
カ
タ
ツ
ム
リ
２
匹
３
匹
そ
っ
と
葉
陰
に�

佐
々
木　
と
も
子

久
々
に
ク
モ
の
巣
に
見
る
水
玉
の
七
色
に
光
る
そ
の
輝
き
に�

田　
中　
香　
苗

友
に
教
わ
る
と
ろ
り
半
熟
ゆ
で
た
ま
ご
沸
湯
に
入
れ
七
分
ジ
ャ
ス
ト�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

漁
り
火
の
点
り
て
消
ゆ
る
い
わ
し
雲

雨
音
の
消
え
て
い
つ
し
か
虫
の
夜

燃
え
尽
き
る
夕
陽
散
ら
ば
る
秋
の
海

�

渡　
辺　
嘉　
之

呑
め
ぬ
酒
一
人
呑
み
ほ
し
月
の
秋

道
祖
神
涙
の
如
く
露
光
る

秋
風
や
積
丹
ブ
ル
ー
波
高
し

�

室　
谷　
弘　
子

縁
側
で
ひ
と
り
染
み
じ
み
月
見
酒

良
き
友
と
昔
話
に
月
の
宴

大
声
の
響
か
ぬ
木
霊
秋
の
山

�

吉　
田　
金　
治

鱗
雲
し
ず
か
に
流
れ
見
た
さ
る
る

鮭
の
ぼ
る
話
も
今
は
途
絶
え
が
ち

ご
先
祖
の
眠
る
精
霊
月
白
し

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より ～「プペルバス」が古平に～

　８月28日に、キングコング西野亮廣さんをプロデューサーとし

て総勢33名のクリエイターによって制作された絵本、『えんとつ

町のプペル』の移動絵本展『プペルバス』が古平町に来ました。

先月、この絵本ともう一冊、西野亮廣さん作の絵本が新刊図書と

して入りました。

　なお、この絵本を原作とした映画が12月に公開予定です。この

機会に、ぜひいろいろな種類の絵本をお手に取ってみてください。

チックタック～約束の時計台～
� 作：にしのあきひろ

　町のはずれにあるホタルの森のな
かに、こわれていないのに11時59
分で針が止まっているふしぎな時計
台がありました。そこに住むチック
タックは、それでもまいにち、歯ぐ
るまの手入れをしています。
　「この時計は、こわれてなんかお
らん。」
　あの日から止まったままの時計。きょうも12時の鐘は
鳴りません。

えんとつ町のプペル
� 作：にしのあきひろ

　町を崖にかこまれ、そとの世界
を知らない町がありました。町はえ
んとつだらけ。そこかしこから煙が
あがり、あたまのうえはモックモク。
えんとつの町に住むひとは、あおい
空を知りません。かがやく星を知り
ません。
　そんな見上げることを忘れた世界で、“星”を信じた
少年の物語。
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２
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９
月
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日
発
行
第
５
３
９
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h
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:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

幼児センターミニ運動会
　９月４日、幼児センターの
ホールで全園児を対象にミニ
運動会が行われました。開会
式では五十嵐所長が「みんな
が頑張るだけではく、他の子
の応援も忘れないでくださ
い」と挨拶。『エビカニクス』
での準備運動後、鈴木佐和
ちゃんと渡部一颯くんが「赤
組白組一生懸命頑張ります」
と開会宣言しました。
　『徒競走』では名前を呼ばれて元気に返事し勢い余って壁にぶつかってしまう子も。『玉入れ』で
は、玉をかき集めてから入れる子や１つずつ投げ入れる子など個性が出ていました。また、組ごと
にお遊戯もあり、最年長のたいよう組はその場で音楽に合わせて踊るだけでなく、隊形を変化させ
ながら高度な演舞を披露していました。
　閉会式では、優勝した白組を代表し荒谷漣音くんが優勝トロフィーを受け取り、阿部心咲さんと
八幡汰希くんの閉会宣言で、アツいミニ運動会は幕を閉じました。

◎
物
品

　
　
空
気
清
浄
機

　
ダ
イ
ソ
ン

　
２
台

　
　
　
　
　
　
近
藤
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
佐
藤
慶
一

 

（
小
樽
市
）

◎
物
品

　
　
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
パ
ウ
ダ
ー

　
１
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
あ
か
り
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役

　
越
智
文
雄

 

（
札
幌
市
）

◎
物
品

　
　
除
菌
ス
プ
レ
ー
１
０
０
㎖

　
１
５
０
本

　
　
　
　
　
国
連
世
界
平
和
協
会

　
北
川
房
雄

 

（
札
幌
市
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�2,925人　�（－１）

　男� 1,378人　�（　１）

　女� 1,547人　�（－２）

世帯数�1,727世帯�（－１）

上記のうち

外国人� 54人　�（�0�）

　男� 7人　�（�0�）

　女� 47人　�（�0�）

令和２年８月末日現在
住民基本台帳人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

村む
ら

井い

　
淳じ

ゅ
ん
こ子

さ
ん 

85
歳 

８
・
16 

新
地
町

齊さ
い

藤と
う

　
行ゆ

き

幸む
ら

さ
ん 

83
歳 

８
・
31 

浜
　
三
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